を 憶 ふ」 は 或 青年 を 動かして ゐた。 それ は 株に 手 を 出 

した 挙句、 親譲りの 財産 を 失った 大阪の 或 青年だった。 

きえん 

その 青年 は 彼の 論文 を 読み、 それ を 機縁に 社会主義者 

になった。 が、 勿論 そんな こと は 彼に は 全然 わからな 

かった。 彼 は 今でも 籐椅子に ょリ、 一本の 葉巻 を 楽し 

みながら、 彼の 青年時代 を 思 ひ 出して ゐる、 人間的に、 

恐らく は 余りに 人間的に。 

(大正 一 五. 二 丁 一 〇) 
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